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平成２４年１０月２６日 

報道関係各位 

 

 

 

 

 

 

 

 

市民の皆さんに｢多摩川由来の崖線(がいせん)｣とは何かを知っていただくため、緑の保全について学び、

考える｢シンポジウム｣と市街地の崖線に沿って緑や湧水、いきものが見られるルートを歩く｢ウォーキングラ

リー｣を開催します。ウォーキングラリー終了後にオペラグラスやブルーベリー等の苗木、巣箱をプレゼント

します。 

開催概要 

 平成２４年１１月１７日（土） 午前１０時から午後４時まで 

 ≪午前の部≫ 崖線の緑を考えるシンポジウム 

 ≪午後の部≫ 多摩川がいせん探検隊ウォーキングラリー 

 ※シンポジウム・ウォーキングラリーいずれかのみの参加も可能です。 

 ※事前の申し込みが必要です(当日の飛び入り参加は不可) 

 【参加費】 無料 

 【 定 員 】 各２００名（応募者多数の場合は先着順） 

  

シンポジウム 午前１０時から正午まで (午前９時３０分開場) 

 【場所】 昭島市民会館・公民館 小ホール(JR 昭島駅徒歩５分) 

 【内容】 ・基調講演 講師：安西英明氏(日本野鳥の会主席研究員) 

 ・緑の保全に向けたパネルディスカッション 

 

ウォーキングラリー 午後１時から午後４時まで 

 【コース】 昭島市立拝島会館(昭島市)から福生市立第五小学校(福生市)約 2.5 ㌔

 ※ 昭島市民会館付近からスタート地点、ゴール地点からＪＲ拝島駅まで無料送迎バスが出ます。  

 ※子ども向け、大人向けの解説があります。 

 

 

福生市はウォーキングラリーの会場です!!
(一部を除く)
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申込方法 

 

【申込方法】 

「シンポジウム参加希望」または「ウォーキングラリー参加希望」、「シ

ンポジウム・ウォーキングラリー参加希望」、住所、氏名、年齢、電

話番号をご記入のうえ、FAX または E-mail にてお申し込みください。
 

  ※ 詳しいお知らせはホームページに記載してあります。 

 【申込期間】 平成 24 年 10 月 15 日から 11 月 10 日まで 

 【申込先】 崖線シンポジウム・ウォークラリー開催事務局 

 ＦＡＸ ０３－３４０６－１５９５ 

 E-mail gaisen@ml.serco.co.jp 

 

（ 主 催 ） 多摩川由来の崖線の緑を保全する協議会 

 

 

崖線（がいせん）とは？ 

 

 

 

 

 

 

多摩川由来の崖線の緑を保全する協議会とは？ 

 

 

 

 

※福生市ホームページからチラシがダウンロードできます。 

多摩川由来の崖線(がいせん)は、多摩川が流れを変えていく長い過程の中で台地を侵食し形成した

延長約 40キロの段丘崖の連なりで、青梅市・羽村市・福生市・昭島市・立川市・国立市・府中市・

調布市を跨るように存在しています。崖線(がいせん)には豊かな湧水や緑が存在し、市民の憩いの場

や、野鳥や小動物などの生息域として、貴重な空間となっています。 

 崖線(がいせん)の緑の保全について、上記の 8市及び東京都が共同で取り組むため、平成 22年に

崖線の緑を保全する協議会を発足し、今回二回目のイベントを開催します。ぜひご参加ください。

【お問い合わせ】 

  まちづくり計画課 計画グループ  ℡０４２－５５１－１９５２(直通) 






